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は
じ
め
に

「
万
葉
の
古
風
」
と
い
う
評
語
は
、
現
代
の
古
典
和
歌
の
注
釈
や

論
考
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。【
表
１
】
に
示
し
た
よ
う
に
歌
合
の

判
詞
で
、
個
別
の
和
歌
に
つ
い
て
万
葉
の
「
古
風
」
を
指
摘
し
た
の

は
藤
原
俊
成
が
嚆
矢
で
あ
り
、そ
の
用
例
は
三
八
例
中
七
例
に
上
る
。

一
五
世
紀
に
至
る
ま
で
の
用
例
に
つ
い
て
、
本
歌
と
な
っ
た
万
葉
歌

が
『
万
葉
集
』
の
写
本
や
抄
出
書
、
歌
学
書
に
ど
の
程
度
見
え
る
か

を
、
最
下
段
（
欄
外
）
の
数
字
は
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
御

子
左
家
に
よ
る
、あ
る
い
は
そ
れ
と
関
わ
り
が
深
い
と
見
ら
れ
る『
万

葉
集
』
の
写
本
や
抄
出
書
の
う
ち
、
編
纂
の
趣
旨
の
異
な
る
『
古
来

風
躰
抄
』
以
外
に
は
四
五
・
五
％
か
ら
六
一
・
一
％
の
歌
が
見
え
る

の
に
対
し
、
清
輔
の
『
和
歌
初
学
抄
』「
古
歌
詞
」、
及
び
「
万
葉
集

所
名
」
に
見
え
る
の
は
二
二
・
二
％
と
低
い
。
こ
の
事
実
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、「
古
風
」
と
い
う
評
語
と
、
御
子
左
家
の
万
葉
摂
取
に
対

す
る
姿
勢
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
な
お
、『
万
葉
集
』

は
広
瀬
本
を
底
本
と
す
る
。
欠
脱
箇
所
は
『
類
聚
古
集
』
等
で
補
う
。

一　

俊
成
の
「
古
風
」

俊
成
は
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
の
『
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
』

で
「
万
葉
之
歌
風
」（
八
番
・
雪
）、
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
の
『
住

吉
社
歌
合
』
で
「
万
葉
の
風
体
」（
九
番
・
旅
宿
時
雨
）
と
万
葉
摂
取

歌
を
評
し
た
。前
者
は
否
定
的
、後
者
は
肯
定
的
評
価
で
あ
っ
た
。「
古

風
」
の
語
の
最
初
の
用
例
は
、
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
の
『
三
井

寺
新
羅
社
歌
合
』
の
「
詞
存
シ

二
古
風
ヲ

一
、
興
入
ル

二
幽
玄
ニ

一
」（
九
番

・
古
郷
郭
公
）
で
あ
り
、
以
後
は
ほ
ぼ
「
古
風
」
で
徹
し
て
い
る）

1
（

。

藤
原
俊
成
の
評
語
「
万
葉
の
古
風
」
に
つ
い
て 

木
村　

尚
志
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【表１】歌合判詞における「古風」の使用状況と、そこで踏まえられた万葉歌の抄出状況

催行日時 歌合名 判者 歌番
号

勝
負 作者 踏まえられた

万葉歌

踏まえられ
た複数の万
葉歌に見え
る表現

古来
風体
抄

廣瀬
本摘
出語

万物
部類
和歌
抄

万葉
集佳
詞

和歌初学
抄「古歌
詞」「万葉
集所名」

承安三年（1173）
八月一五日夜

三井寺新
羅社歌合 俊成 17 持 中納言

君 7-一四一七 × × × × ×

治承二年（1178）
三月一五日

別雷社歌
合 俊成 16 持 殷富門

院大輔 1-五四 × ○ ○ ○ ×

建久三年（1192）
～建久四年

六百番歌
合 俊成

75 勝 季経 19-四一四八 × ○ ○ ― ×

349 勝 顕昭 3-三三八他 「猶しかず
けり」

371 持 顕昭 14-三三八六 ○ ○ ○ ○ ×
建久六年（1195）
正月二〇日

民部卿家
歌合 俊成 47 負 殷富門

院大輔 14-三四四〇他 「なれも」

正治二年（1200）
後半か

石清水若
宮社歌合 通親 71 持 公時 10-一九四一 × × × × ×

132 負 寂信 8-一四七〇 × × × × ×
建仁元年（1201）

夜 撰歌合 俊成 84 勝 定家 10-二一三一 × ― ○ ○ ○

建仁二年（1202）
一〇月～翌年初
頭成立

千五百番
歌合

季経 2038 持 顕昭 18-四〇一二 × × ○ × ×
19-四一五五 × ○ ○ × ×

生蓮
2110 持 季能 15-三六二一 × × × × ×
2128 持 顕昭 2-一一一 × ○ × ○ ×
2258 持 公時 10-二二七七 ○ ― ○ × ○

建保二年（1214）
八月一六日 内裏歌合 定家 99 持 源通具 7-一二六五 × × × × ○

建保五年（1217）
一一月四日 冬題歌合 衆議判・

家隆発言 1 持 順徳院 11-二四七二 × ○ ○ ○ ×

寛元四年（1246）
一二月

春日若宮
社歌合 知家 22 持 在氏 7-一〇九五 × ○ ○ × ○

10-二三四七 × ― ○ ○ ×

建長八年（1256）
九月一三夜 百番歌合

基家 652 勝 信実 1-五一 × ○ ○ ○ ×

知家 689 負 伊平
（7-一三九二） × ○ ○ ○ ×
（7-一三九六） × × × × ×
（11-二七八〇） × × × × ×

行家 897 負 伊平 2-一二五 × ○ ○ ○ ×
1111 勝 顕朝 10-一九六六 × × × × ×

応安五年（1372）
以前

三十番歌
合 頓阿 37 勝 左須 2-一三三 × ○ ○ ○ ×

嘉吉三年（1443）前摂政家歌合
衆議判・
兼良執筆

99 勝 兼良 3-三七五 × ○ ○ ○ ×
175 持 持純 11-一九六六 × × × × ×

文安三年（1446） 詩歌合 兼良 8 勝 雅親 6-九七〇 × ○ ○ ○ ×
宝徳二年（1450）仙洞歌合 兼良 43 持 浄空 4-五七五 × ○ ○ ○ ○

文明十六年
（1484）十二月 歌合

衆議判
・雅親
執筆

23 勝 義尚 2-二〇七他 「わぎもこ
が」

42 負 親長 （5-八一〇） ○ × × × ×
（12-二八九七） × × × × ×

79 負 義尚 8-一四三一 × × ○ × ×

80 勝 実隆 1－三六他 「見れどあ
かぬかも」

89 負 宗伊 10－二〇一〇
他 「月人男」

112 持 実隆 8-一四四一 × × ○ ○ ×
114 勝 為広 8-一四二八 × × × × ○

129 持 後土御
門院 １－七三他 「～なゆめ」

130 持 為広 9-一六八六 × ○ ○ ○ ○

145 勝 宏行 （11-二六八五） × × × × ×
（12-三〇五六） × △ ○ ― ○

156 持 通秀 4－五九一他 「夢にし見
ゆる」

166 持 実淳 3－二六〇他 「こぎこし
舟」

187 勝 義尚 （19-四一五二） × ○ ○ ― ×
（20-四四八七） × × × × ×

0.081 0.515 0.611 0.455 0.222
○有　×無　△訓の肩に墨の合点有　―本文欠脱
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最
初
の
用
例
か
ら
約
二
〇
年
後
の
建
久
年
間
に
成
っ
た
『
六
百
番
歌

合
』
で
の
用
例
を
見
た
い
。
題
は
「
秋
雨
」
で
あ
る
。

　

六
番　

左
持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

顕
昭

小
雨
ふ
る
葛か
づ
し
か飾
早わ

せ稲
を
苅か

る
ま
ま
に
民
の
袖
さ
へ
う
る
ほ
ひ
に

け
り

　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

  　
　
　
　

寂
蓮

小
萩
咲
く
片
山
蔭
に
日
ぐ
ら
し
の
な
き
す
さ
み
た
る
村
雨
の
空

　

左
右
不
難
申

判
云
、
両
方
の
風
体
、
各
優
に
は
見
え
侍
る
に
と
り
て
、
左

は
殊
に
古
風
を
存
し
た
る
を
、
中
五
字
、「
ま
ま
」
の
詞
や
弱

く
侍
ら
ん
。「
苅
る
な
へ
に
」
な
ど
や
申
す
べ
か
り
け
ん
。

右
は
、
終
は
り
に
「
村
雨
の
空
」
と
言
ひ
は
て
た
る
、
優
な

る
べ
し
。
但
、
左
も
、「
民
の
袖
さ
へ
」
と
言
へ
る
心
、
宜
し

く
聞
こ
ゆ
。
準な
ず
ら

へ
て
持
と
す
べ
し
。 

（
三
七
一
、
三
七
二
）

『
万
葉
集
』
の
相
聞
の
歌
、

鳰に
ほ
ど
り鳥
の
葛か
づ
し
か飾
早
稲
を
贄に
へ

す
と
も
そ
の
か
な
し
き
を
外と

に
立
て
め

や
も 

（
巻
十
四
・
相
聞
・
下
総
国
歌
・
三
三
八
六
）

を
本
歌
と
す
る
、
左
方
顕
昭
の
歌
を
俊
成
は
、「
殊
に
古
風
を
存
し
た

る
」と
し
て
評
価
し
た
。
こ
れ
は『
古
今
和
歌
集
』真
名
序（
以
下「
真

名
序
」
と
略
す
）
の
、

及
ビ

下
彼
ノ
時
ノ
変
リ

二
澆
灕
ニ

一
、
人
ノ
貴
ブ
ニ

中
奢
淫
ヲ

上
、
浮
詞
雲
ノ

ゴ
ト
ク
ニ
興
リ
、艶
流
泉
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
湧
キ
、其
ノ
実
皆
落
チ
其
ノ
華
孤
リ
栄
ユ
。

至
ル

レ
有
ル
ニ

下
好
色
之
家
以
チ
テ

レ
此
ヲ
為
シ

二
花
鳥
之
使
ト

一
、
乞
食

之
客
、
以
チ
テ

レ
此
ヲ
為
ス
コ
ト

中
活
計
之
謀
ト

上
。
故
ニ
半
バ
為
リ

二
婦

人
之
右た
す
け
ト

一
、
難
シ

レ
進
ム
ル
コ
ト

二
大
夫
之
前
ニ

一
。
近ち
か
つ
よ代
ニ
存の

こ
ス

二
古

風
ヲ

一
者
、
纔わ
づ
カ
ニ
二
三
人
。

に
基
づ
く
措
辞
で
あ
る
。「
存
」
に
つ
い
て
は
、『
和
名
抄
』
に
見
え

る
「
の
こ
す
」
の
訓
に
従
っ
た
。
俊
成
は
第
三
句
の
「
ま
ま
（
に
）」

は
弱
く
、「
な
へ
に
」
な
ど
と
す
べ
き
だ
っ
た
、
と
す
る
。「
ま
ま
に
」

が
上
に
く
る
語
の
動
作
や
状
態
に
追
随
し
て
次
の
行
動
が
な
さ
れ
る

こ
と
を
表
す
の
に
対
し
て
、俊
成
の
改
作
案
で
あ
る
「
な
へ
に
」
は
、

『
万
葉
集
』
及
び
三
代
集
時
代
の
用
例
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
後
一

時
衰
退
し
た
古
語
で
あ
る
。

八や

隅す
み

知し

し　

わ
が
大お
ほ
き
み王

の　

高た
か

く
照て

る　

聖ひ
じ
り

の
皇み

こ子
は　

荒あ
ら
た
へ妙
の　

藤
原
が
上う
へ

に　

食う
け

国く
に

を　

召
し
給
は
む
と　

都
を
ば　

高た
か
し知

る
ら
む
と　

神
な
が
ら　

思
ふ
ら
む
な
へ
に　

天あ
め
つ
ち地

も　

縁よ

り
て
あ
る
こ
そ
（
下
略
）（

巻
一
・
五
〇
・
藤
原
宮
之
伇
民
作
歌
）

鶯
の
音お
と

聞
く
な
へ
に
梅
の
花
吾わ
が
へ家

の
園そ
の

に
咲
き
て
散
る
見
ゆ

 

（
巻
五
・
雑
歌
・
八
四
一
・
対
馬
目
高
氏
老
）

足
引
の
山や
ま
が
は河

の
瀬
の
な
る
な
へ
に
弓
月
高
く
雲
立
ち
わ
た
る

（
巻
七
・
雑
歌
・
詠
レ
雲
・
一
〇
八
八
・
柿
本
人
麿
歌
集
所
出
歌
）
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と
い
う
よ
う
に
、『
万
葉
集
』
の
「
な
へ
に
」
は
、「
ま
ま
に
」
の
よ
う

に
時
間
の
経
過
を
含
む
因
果
律
を
表
す
こ
と
は
な
く
、
二
つ
の
事
態

の
邂
逅
の
瞬
間
の
感
動
を
表
す
。
顕
昭
の
歌
は
、「
小
雨
の
中
、
葛
飾

早
稲
を
苅
る
に
つ
れ
て
民
の
袖
も
濡
れ
、
や
が
て
そ
の
贄
に
よ
っ
て

民
の
暮
ら
し
ま
で
も
潤
っ
た
」と
解
釈
で
き
る
。
因
果
律
に
縛
ら
れ
、

感
動
は
「
弱
く
」
な
っ
て
い
る
。「
な
へ
に
」
に
変
え
る
こ
と
で
、「
小

雨
」「
う
る
ほ
ふ
」
の
縁
語
も
、「
葛
飾
早
稲
」
の
「
古
風
」
も
感
動

の
表
現
と
し
て
生
き
る
。

そ
の
他
の
『
六
百
番
歌
合
』
の
顕
昭
の
万
葉
摂
取
歌
に
対
し
て
は

皮
肉
め
い
た
批
評
も
し
て
い
る
。　

入
り
日
さ
す
豊と
よ
は
た旗

雲
も
な
に
な
ら
ず
月
な
き
恋
の
闇
し
晴
れ
ね

ば 

（
七
番
・
寄
雲
恋
・
左
・
負
・
九
一
三
・
顕
昭
）

に
つ
い
て
は
、

「
豊
旗
雲
」
な
ど
は
こ
と
ご
と
し
く
は
聞
こ
ゆ
れ
ど
、「
闇
し
晴

れ
ね
ば
」
と
言
ひ
は
て
た
る
、
後し
り

干び

な
る
べ
し
。

と
述
べ
た
。「
後
干
」
と
は
、
し
り
す
ぼ
み
、
末
が
弱
く
な
る
さ
ま

の
意
。「
入
り
日

0

0

0

さ
す
豊
旗
雲
」
を
受
け
て
「
闇0

し
晴
れ
ね
ば
」
と

結
ぶ
言
葉
の
趣
向
は
作
為
的
で
、
言
い
足
り
な
い
感
が
あ
る
。

ま
た
、

萩
が
枝え

を
し
が
ら
む
鹿
も
荒
か
り
し
風
の
ね
た
さ
に
猶
し
か
ず

け
り 

（
秋
上
・
廿
五
番
・
野
分
・
左
・
勝
・
三
四
九
・
顕
昭
）

に
つ
い
て
、
俊
成
は
、

判
云
、
左
歌
「
猶
し
か
ず
け
り
」
な
ど
言
へ
る
、
古
風
の
体
に

や
、
と
見
ゆ
る
を
、
上
句
よ
り
「
風
の
ね
た
さ
」
ま
で
は
た
だ

近
き
歌
の
体
な
る
こ
そ
、
布
衣
の
人
著
靴
し
た
ら
ん
心
地
し
侍

る
め
れ
。

と
述
べ
た
。
一
首
は
萩
を
荒
ら
す
鹿
と
風
の
「
ね
た
さ
」
を
比
較
す

る
趣
向
で
あ
る
。
結
句
の
「
猶
し
か
ず
け
り
」
は
『
万
葉
集
』
に
五

例
見
い
だ
せ
る
。

た
だ
に
居
て
語
ら
ひ
す
る
は
酒
飲
み
て
酔
ひ
泣
き
す
る
に
猶
し

か
ず
け
り

（
巻
三
・
雑
歌
・
大
宰
帥
大
伴
卿
讃
レ
酒
歌
・
三
五
〇
・
大
伴
旅
人
）

隼は
や
ひ
と人
の
湍せ

と門
の
巌
も
鮎
走
る
芳
野
の
滝
に
猶
し
か
ず
け
り

（
巻
六
・
雑
歌
・
帥
大
伴
卿
遥
思
二
芳
野
離
宮
一
作
歌
・
九
六
〇
・
大
伴

旅
人
）

咲
く
花
も
移
ろ
は
ざ
ら
ば
お
き
て
あ
ら
む
長
き
心
に
猶
し
か
ず

け
り 

（
巻
八
・
秋
雑
歌
・
大
伴
坂
上
郎
女
晩
芽
子
歌
・
一
五
四
八
）

梅
の
花
折
り
も
折
ら
ず
も
見
つ
れ
ど
も
今
宵
の
花
に
猶
し
か
ず

け
り 

（
巻
八
・
冬
雑
歌
・
池
田
広
津
娘
子
梅
歌
・
一
六
五
二
）

つ
る
ば
み
の
衣き
ぬ

解
き
洗
ふ
待ま
つ
ち
や
ま

乳
山
古も
と
つ
ひ
と人
に
は
猶
し
か
ず
け
り

（
巻
十
二
・
寄
物
陳
思
・
三
〇
〇
九
・
作
者
不
詳
）

そ
れ
ぞ
れ
称
賛
・
賛
美
の
心
を
表
す
。
し
か
し
、
顕
昭
の
歌
の
そ
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れ
は
、作
為
の
目
立
つ
第
四
句
ま
で
の
「
近
き
歌
の
体
」
に
よ
っ
て
、

言
葉
が
そ
の
心
を
い
さ
さ
か
離
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

新 

日
本
古
典
文
学
大
系
『
六
百
番
歌
合
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八

年
）
の
注
で
、
山
口
秋
穂
氏
は
、
本
章
の
最
初
に
見
た
三
七
一
番
歌

へ
の
俊
成
の
判
詞
に
関
し
て
、「（「
な
へ
に
」
を
）
俊
成
が
好
ん
で
い

た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、『
葛
飾
早
稲
』
な
ど
と
古
風
に
詠
も
う
と
す

る
な
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
の
が
よ
い
と
す
る
皮
肉
め
い
た
批
評
」

（
括
弧
内
は
稿
者
注
）
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
俊
成
は
、
顕
昭
の
万

葉
摂
取
が
珍
し
さ
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
を
難
じ
、「
葛
飾
早
稲
」
と
い

う
万
葉
語
に
対
応
す
べ
き
歌
の
心
と
姿
を
求
め
た
の
だ
、
と
稿
者
は

考
え
た
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
言
葉
を
飾
る
珍
し
さ
の
た
め
に
、
新

旧
の
歌
語
の
混
在
を
問
題
視
し
な
い
顕
昭
（
そ
の
考
え
は
当
該
判
へ
の

『
六
百
番
陳
状
』
で
の
反
論
に
表
れ
て
い
る
）
に
対
抗
す
る
論
理
と
し
て
、

「
古
風
」
と
い
う
一
首
の
心
と
姿
に
関
わ
る
語
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

二　
「
古
風
」
と
心

次
に
、
俊
成
の
時
代
に
形
成
さ
れ
た
「
古
風
」
認
識
の
実
例
を
示

し
た
い
。

巨こ

せ瀬
山
の
つ
ら
つ
ら
椿
つ
ら
つ
ら
に
見
つ
つ
思
ふ
な
巨
瀬
の
春

野
を

（『
万
葉
集
』・
巻
一
・
大
寶
元
年
辛
丑
秋
九
月
太
上
天
皇
幸
二
于
紀
伊
国
一

時
歌
・
五
四
・
坂
門
足
人
）

河
上
の
つ
ら
つ
ら
椿
つ
ら
つ
ら
に
見
れ
ど
も
あ
か
ず
巨
瀬
の
春

野
は 

（『
万
葉
集
』・
巻
一
・
或
本
歌
・
五
六
・
春
日
蔵
首
老
）

「
つ
ら
つ
ら
に
」
と
は
熟
視
す
る
さ
ま
を
言
う
。「
つ
ら
つ
ら
椿
」
は

『
袖
中
抄
』
の
顕
昭
の
説
が
、「『
つ
ら
〳
〵
椿
』
は
『
列
々
』
と
書
り
。

つ
ら
な
る
椿
と
云
歟
」と
万
葉
の
本
文
に
基
づ
く
解
釈
を
示
す
。「
巨

勢
」
は
、
万
葉
以
降
早
く
は
俊
頼
が
、

こ
れ
聞
か
ん
巨
勢
の
狭
山
の
杉
が
上
に
雨
も
し
の
の
に
俱く

き

ら
伎
羅

鳴
く
な
り 

（『
散
木
奇
歌
集
』・
夏
・
二
四
五
・「
雨
中
郭
公
」）

と
詠
ん
で
い
る
。「
し
の
の
に
」
も
「
つ
ら
つ
ら
に
」
と
同
じ
く
同

音
を
重
ね
る
副
詞
で
あ
り
、
万
葉
語
で
あ
る
。
ま
た
「
雨
が
し
っ
と

0

0

0

り
と

0

0

降
り
、
し
き
り
に

0

0

0

0

俱
伎
羅
（
時
鳥
）
が
鳴
く
」
と
い
う
二
重
の

意
を
表
す
点
も
、
万
葉
歌
の
「
つ
ら
つ
ら
椿
つ
ら
つ
ら
に
見
」（
咲

き
つ
ら
な
る

0

0

0

0

椿
を
じ
っ
と

0

0

0

見
つ
め
る
）
に
通
じ
る
。
大
胆
に
言
葉
を
変

え
つ
つ
も
、
万
葉
歌
の
「
巨
勢
山
」
に
対
応
す
る
心
の
筋
は
受
け
継

い
で
い
る
。

そ
の
後
、
藤
原
範
兼
が
、

玉
椿
緑
の
色
も
見
え
ぬ
ま
で
巨
瀬
の
冬
野
は
雪
ふ
り
に
け
り

 

（『
新
勅
撰
和
歌
集
』・
冬
・
四
一
六
・
藤
原
範
兼
）

と
詠
ん
だ
。
万
葉
の
「
つ
ら
つ
ら
椿
」
の
春
の
緑

0

0

0

を
、
冬
の
白
い

0

0

0

0

雪

景
色
の
過
去
の
面
影
と
し
た
歌
で
あ
る
。
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次
に
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
の
『
別
雷
社
歌
合
』
の
「
霞
」

の
題
で
、
殷
富
門
院
大
輔
が
こ
れ
を
詠
ん
だ
。
俊
成
判
も
含
め
、
そ

の
番
全
体
を
掲
げ
る
。

　

八
番　

左
持 

実
守

昨
日
ま
で
雪
降
り
つ
み
し
み
よ
し
の
の
春
知
り
が
ほ
に
今
朝
は

か
す
め
る

　
　

右 

大
輔

霞
た
つ
巨
勢
の
春
野
の
玉
椿
つ
ら
ね
も
あ
へ
ず
み
え
み
見
え
ず

み
左
歌
め
づ
ら
し
き
節
に
あ
ら
ね
ど
、
詞
続
き
こ
と
な
る
と
が

な
く
優
に
侍
る
べ
し
。
右
、「
巨
勢
の
春
野
の
」
な
ど
言
へ
る

姿
、
こ
と
に
不
レ
被
レ

二
庶
幾
セ

一
の
言
葉
に
は
見
え
侍
れ
ど
、

彼
の
「
つ
ら
つ
ら
椿
つ
ら
つ
ら
に
見
れ
ど
も
あ
か
ず
巨
瀬
の

春
野
は
」
と
か
や
言
へ
る
『
万
葉
集
』
の
歌
を
思
へ
る
な
る

べ
し
。
ひ
と
へ
に
古
風
を
存
せ
る
う
へ
に
、
霞
の
絶
え
間
絶

え
間
、
つ
ら
ね
も
あ
へ
ぬ
、
心
と
ど
め
て
見
ゆ
。
よ
り
て
又

持
と
す
。

「
巨
瀬
の
春
野
の
」
の
姿
は
庶
幾
さ
れ
な
い
言
葉
だ
が
、「『
万
葉
集
』

の
歌
を
思
へ
る
」
ゆ
え
に
、「
ひ
と
へ
に
古
風
を
存
せ
る
」
と
す
る
。

万
葉
に
詠
ま
れ
た
巨
瀬
の
春
野
の
玉
椿
は
霞
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
受
け
た
「
つ
ら
ね
も
あ
へ
ず

0

0

0

」
と
い
う
第
四
句
は
、
見

え
隠
れ
す
る
玉
椿
の
風
景
の
上
に
、
万
葉
の
「
つ
ら
つ
ら
椿
」
が
咲

き
連
な
る

0

0

0

面
影
を
「
思
へ
る
」
趣
旨
で
あ
る
。
ま
た
、「
見
え
み
見
え

ず
み
」
と
い
う
同
音
を
連
ね
た
連
用
修
飾
節
は
、「
つ
ら
つ
ら
」「
し

の
の
」
に
同
じ
く
、
巨
瀬
の
山
や
野
に
対
応
す
る
姿
と
心
の
有
り
様よ
う

な
の
か
も
し
れ
な
い
（
俊
成
の
判
詞
の
「
絶
え
間
絶
え
間
」
と
い
う
言
い

回
し
も
、
そ
の
こ
と
を
意
識
す
る
か
）。
そ
の
よ
う
に
万
葉
歌
を
強
く
意

識
し
、そ
の
姿
と
心
を
生
か
そ
う
と
す
る
工
夫
に
対
し
、俊
成
は
「
心

と
ど
め
て
見
ゆ
」、
つ
ま
り
心
引
か
れ
る
と
し
、「
良
き
持
」
と
し
た
。

後
に
俊
成
は
、「
駒
な
め
て
巨
瀬
の
春
野
を
朝
ゆ
け
ば
を
あ
き
が
原

に
雉き
ぎ
す子
な
く
な
り
」（『
千
五
百
番
歌
合
』・
春
四
・
二
四
六
番
・
左
・
負

・
四
九
〇
・
藤
原
季
能
）
と
い
う
歌
の
万
葉
摂
取
に
つ
い
て
、

左
、「
巨
瀬
の
春
野
を
」
な
ど
言
へ
る
、『
万
葉
集
』
な
ど
覚
え
て

優
に
は
侍
る
を
、
下
句
こ
そ
何
の
原
と
言
へ
る
に
か
侍
ら
む
。

管
見
の
物
読
み
に
だ
に
え
読
み
解
か
ず
侍
れ
。『
万
葉
集
』に
も
、

巨
瀬
の
山
・
野
に
「
つ
ら
つ
ら
椿
」
な
ど
は
言
へ
る
や
う
に
覚

え
侍
り
。（
中
略
）「
お
ほ
か
た
は
『
万
葉
集
』
に
も
を
か
し
き

や
う
な
る
こ
と
を
取
り
詠
ず
る
な
り
」
と
ぞ
、
古
き
者
も
申
し

侍
る
べ
し
。「
巨
勢
の
春
野
」
も
し
ひ
て
希
こ
ひ
ね
が

ふ
べ
き
に
は
あ

ら
ざ
る
に
や
。

と
、「
を
か
し
き
や
う
な
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
線
部
）
で
は
な
い
と
し
た
。「
巨

瀬
の
春
野
を
」
を
万
葉
歌
を
思
わ
せ
る
「
優
」
な
る
句
と
し
つ
つ
、
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そ
の
「
巨
瀬
の
春
野
」
も
、
こ
の
よ
う
に
単
に
珍
し
さ

0

0

0

の
た
め
に
詠

む
の
な
ら
、
無
理
に
求
め
詠
む
べ
き
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。
傍

線
部
の
言
葉
を
語
っ
た
「
古
き
者
」
は
そ
の
師
藤
原
基
俊
を
指
す
可

能
性
が
高
い
。
次
節
で
は
評
語
「
古
風
」
の
先
蹤
と
し
て
、
や
は
り

「
真
名
序
」
に
基
づ
く
、基
俊
の
「
古
質
」
の
用
例
を
取
り
上
げ
た
い
。

三　

基
俊
の
「
古
質
」

基
俊
は
、
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
一
〇
月
二
日
の
『
内
大
臣
家

歌
合
』
で
、

真
袖
も
て
朝
置
く
霜
を
払
ふ
か
な
あ
へ
ず
移
ふ
菊
の
惜
さ
に

 

（
二
番
・
残
菊
・
左
・
負
・
二
七
・
藤
原
顕
国
）

と
い
う
歌
に
対
す
る
判
詞
に
、

左
歌
は
、
姿
歌
め
き
て
侍
れ
ど
も
、「
真
袖
も
て
」
ぞ
い
と
詠
ま

ま
ほ
し
き
詞
と
も
覚
え
ぬ
。
ま
た
古
の
『
万
葉
集
』
に
も
侍
る

め
り
。
こ
れ
さ
れ
ば
に
や
、
古
今
の
序
に
は
、「
見
ル
ニ

二
上
古
ノ

歌
ヲ

一
、
多
ク
存
シ

二
古
質
之
語
ヲ

一
、
未
ダ

レ
為
サ

二
耳
目
之
翫
ト

一
、

徒た
ダ
ニ
為
ス
ノ
ミ

二
教
戒
之
端
ト

一
」
と
ぞ
申
し
た
る
や
う
に
覚
え
侍

る
。
古
今
、
後
撰
、
拾
遺
并
に
中
比
の
歌
合
に
、
こ
の
詞
詠
み

た
り
と
も
見
え
ず
。
あ
そ
び
に
す
る
事 

と
は
皆
見
侍
る
め
り
。

此
袖
こ
そ
延
喜
十
二
年
の
歌
合
に
も
、「
と
よ
む
」
と
よ
み
て
笑

は
れ
て
講
じ
侍
ら
ず
な
り
に
け
ん
心
地
ぞ
し
侍
る
。

と
述
べ
た
。
引
用
さ
れ
る
「
真
名
序
」
は
次
の
波
線
部
で
あ
る
。

至
リ
テ
ハ

レ
如
キ
ニ

下
難
波
津
之
什じ
ふ
ヲ
献
ジ

二
天
皇
ニ

一
、
富と
み
の

緒を
が
は川
之
篇

ヲ
報
ゼ
シ
ガ

中
太
子
ニ

上
、
或
イ
ハ
事
関
ハ
リ

二
神
異
ニ

一
、
或
イ
ハ
興
入
ル

二

幽
玄
ニ

一
。
但
シ
見
ル
ニ

二
上
古
ノ
歌
ヲ

一
多
ク
存
シ

二
古
質
之
語
ヲ

一
、

未
ダ

レ
為
サ

二
耳
目
之
翫
ト

一
徒
ダ
ニ
為
ス
ノ
ミ

二
教
戒
之
端
ト

一
。

判
詞
の
傍
線
部
に
は
「
真
袖
も
て
」
を
「
い
と
詠
ま
ま
ほ
し
き
詞

と
も
覚
え
ぬ
」
と
す
る
。『
万
葉
集
』
で
は
「
真
袖
も
て
」
も
し
く

は
「
真
袖
も
ち
」
が
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

釼た
ち

の
後し
り

鞘さ
や

や
納い
る
る
の野
に
葛か
づ
ら

繰
る
吾わ
が
い
も妹
真
袖
も
て
著
て
む
と
て
か

も
夏
草
苅
る
も　

（
巻
七
・
旋
頭
歌
・
柿
本
朝
臣
人
麿
之
歌
集
所
出
歌
・
一
二
七
二
）

真
袖
も
ち
床ゆ
か

う
ち
は
ら
ひ
君
待
つ
と
を
り
し
間
に
月
傾
き
ぬ

 

　
　
（
巻
十
一
・
寄
物
陳
思
・
二
六
六
七
）

（
上
略
）
若
草
乃　

都
麻
波
等
里
都
吉　

平
久　

和
礼
波
伊
波
々

牟　

好
去
而　

阜）
2
（

還
来
等　

麻
蘇
埿
毛
知

0

0

0

0

0　

奈
美
太
乎
能
其
比　

牟
世
比
都
　々

言
語
須
礼
波
（
下
略）

3
（

）

 

（
巻
二
十
・
為
二
防
人
情
一
陳
レ
思
作
歌
一
首
・
四
三
九
八
）

両
袖
で
男
に
衣
を
着
せ
、
床
を
払
い
涙
を
ぬ
ぐ
う
、
と
い
う
所
作

は
、
女
の
男
へ
の
深
い
思
い
を
示
す
。
そ
れ
に
対
し
、
顕
国
の
歌
の

「
真
袖
も
て
」
は
、
す
ぐ
に
消
え
る
は
ず
の
「
朝
置
く
霜
」
を
払
う

所
作
で
あ
り
、
菊
を
惜
し
む
心
は
深
く
な
く
、
季
節
の
歌
の
趣
向
に
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す
ぎ
な
い
。
文
字
囲
い
を
し
た
「
あ
そ
び
に
す
る
事
」
の
「
あ
そ
び
」

は
「
真
名
序
」
の
「
耳
目
之
翫
」
の
意
味
合
い
で
あ
る
。

二
重
傍
線
部
の
、「
延
喜
十
二
年
の
歌
合
」（
正
し
く
は
延
喜
一
三
年

〈
九
一
三
〉
三
月
一
三
日
）
で
詠
ま
れ
た
「
と
よ
む
」
の
場
合
も
考
え

て
み
た
い
。

片
岡
の
あ
し
た
の
原
を
と
よ
む
ま
で
山
時
鳥
い
ま
ぞ
鳴
く
な
る

「
片
岡
の
あ
し
た
の
原
を
と
よ
む
ま
で
」
と
あ
る
を
、「
と
よ

む
、
に
く
し
」
と
笑
は
れ
て
末
は
詠
ま
ず
し
て
負
け
ぬ
。

 

（『
亭
子
院
歌
合
』（
十
巻
本
）・
夏
四
月
・
右
・
四
八
・
藤
原
興
風
）

判
詞
は
宇
多
法
皇
の
も
の
で
あ
る
。「
と
よ
む
」の『
万
葉
集
』『
古

今
和
歌
集
』『
後
撰
和
歌
集
』
の
用
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
五
例
・
四

例
・
一
例
の
計
四
〇
例
で
あ
る
。
次
頁
の
二
つ
の
表
に
そ
の
分
析
を

示
し
た
。

【
表
２
】「
と
よ
む
」
音
を
た
て
る
も
の

ほ
と
と
ぎ
す

鹿

水

な
る
神
・
な
く
神

雉

雁
が
音

浪

山
彦

鶴

１
７

９

３

２

２

１

１

１

１

【
表
３
】「
と
よ
む
」
に
伴
う
感
情
表
現
（
例
え
ば
「
恋
ふ
」
と
「
物
思
ふ
」

が
一
首
に
重
出
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
差
し
引
い
た
数
字
を
括
弧

内
に
示
す
）

恋
ふ
物
思
ふ
悲
し

さ
よ
ば
ひ
い
の
ね
ら
え
ぬ
や
す
い
し
な
さ
ぬ

う
ら
び
れ
ね
た
し
さ
び
し

６（
５
）
２（
１
）
２（
１
）

１

１

１

１

１

１（
０
）

こ
の
二
つ
の
表
か
ら
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
声
、
ま
た
妻
を
思
っ
て

鳴
く
「
鹿
」
の
声
な
ど
が
鳴
り
響
く
意
の
「
と
よ
む
」
は
、
同
時
に

恋
・
孤
独
・
悲
愁
な
ど
の
人
の
心
と
も
共
鳴
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
片
岡
の
朝
の
原
」
は
、「
霧
立
ち
て
雁
ぞ
鳴
く
な
る
―
―
は
紅
葉
し

ぬ
ら
む
」（『
古
今
和
歌
集
』・
秋
下
・
二
五
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
）、「
明
日

か
ら
は
若
菜
摘
ま
む
と
―
―
は
今
日
ぞ
焼
く
め
る
」（『
拾
遺
和
歌
集
』

・
春
・
一
八
・
柿
本
人
麻
呂
）
な
ど
、
紅
葉
・
野
焼
き
・
若
菜
摘
み
な

ど
の
視
覚
的
印
象
を
伝
統
と
す
る
歌
枕
で
あ
っ
た
。「
片
岡
の
朝
の

原
」
の
視
覚
的
な
趣
向
と
、「
と
よ
む
」
と
い
う
人
の
心
に
関
わ
る
音

の
表
現
の
間
の
ず
れ
は
、
滑
稽
な
ま
で
に
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
で
も
見
た
よ
う
に
、
俊
成
は
し
ば
し
ば
万
葉
摂
取
に
関
し

て
先
人（「
古
き
者〈
人
〉」「
故
人
」）の
教
え
を
祖
述
し
た
。
そ
れ
は「
よ0

く
心
を
得
て

0

0

0

0

0

」、「
優
な
る
」「
を
か
し
き
」
こ
と
を
取
る
べ
し
、
と
い

う
も
の
で
あ
り）

4
（

、
如
上
の
基
俊
の
判
詞
は
そ
の
教
説
の
実
践
例
に
当

た
る
。
右
に
見
た
例
に
関
連
し
て
言
え
ば
、「
真
袖
」
を
俊
成
は
、

紫
の
根
は
ふ
横
野
の
つ
ぼ
菫
真
袖
に
つ
ま
む
色
も
む
つ
ま
し

 

（『
久
安
百
首
』・
春
・
八
〇
八
・
藤
原
俊
成
）

と
詠
み
、菫
へ
の
愛
着
を
「
真
袖
」
の
語
で
表
し
て
い
る
。
ま
た
、「
と
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よ
む
」
を
用
い
た
、

　
　

雨
後
山
水

吉
野
川
そ
そ
や
村
雨
ふ
り
ぬ
ら
し
岩
間
に
た
ぎ
つ
音
と
よ
む
な

り 

（『
基
俊
集
』・
二
四
）

い
か
だ
と
よ
む
瀬
々
の
岩
間
の
波
の
音
に
い
く
よ
な
れ
た
る
浮

き
寝
な
る
ら
む 

（『
秋
篠
月
清
集
』・
一
四
六
〇
）

と
い
う
歌
に
は
、
大
自
然
の
音
に
厳
粛
さ
を
感
じ
、
岩
間
の
波
の
音

に
旅
の
孤
愁
を
思
う
人
の
心
が
詠
ま
れ
、
音
が
人
の
心
に
共
鳴
す
る

関
係
を
認
め
得
る
。俊
成
自
身
に
は
用
例
が
な
い
が
、『
六
百
番
歌
合
』

の
「
蛙
」
の
題
で
、
家
房
の
歌
、

漕
ぎ
す
ぐ
る
船
さ
へ
と
よ
む
心
地
し
て
堀
江
の
か
は
づ
声
し
き

る
な
り 

（
春
・
廿
番
・
右
・
勝
・
一
六
〇
）

に
つ
い
て
、
左
方
の
有
家
が
、「
か
は
づ
の
声
あ
ま
り
に
や
」
と
陳
じ

た
の
に
対
し
、
俊
成
は
、「
右
は
、
か
は
づ
の
声
あ
ま
り
な
る
由
も
さ

る
事
に
は
侍
れ
ど
、堀
江
の
か
は
づ
は
さ
も
聞
こ
え
侍
ら
ん
」
と
し
、

右
を
勝
と
し
た
。「
と
よ
む
」
の
表
す
上
代
人
の
音
の
感
性
は
、
基

俊
・
俊
成
を
介
し
て
新
古
今
時
代
に
再
生
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、「
真
袖
も
て
」
に
対
す
る
「
い
と
詠
ま
ま
ほ
し
き
詞
と
も

覚
え
ぬ
」、「
と
よ
む
」
に
対
す
る
「
笑
は
れ
て
講
じ
侍
ら
ず
な
り
に

け
ん
」
と
い
う
言
い
方
が
、
基
俊
の
万
葉
語
を
使
用
す
る
こ
と
に
対

す
る
否
定
的
見
方
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

万
葉
語
の
心
の
深
さ
を
認
め
つ
つ
も
、
歌
合
と
い
う
晴
の
場
に
は
な

お
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
の
考
え
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

四　

俊
成
の
万
葉
観

俊
成
独
自
の
万
葉
観
と
し
て
は
、次
の
よ
う
な
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。

あ
を
に
よ
し
平な

ら城
の
帝
の
御
時
撰
び
お
か
れ
た
る
『
万
葉
集
』

は
、
世
も
あ
が
り
人
の
心
も
及
び
難
け
れ
ば
、
し
ば
ら
く
お
く
。

 

（『
御
裳
濯
河
歌
合
』・
一
番
）

上
古
の
歌
は
、
①
わ
ざ
と
姿
を
飾
り
詞
を
磨
か
む
と
せ
ざ
れ
ど

も
、
世
も
あ
が
り
②
人
の
心
も
素
直
に
し
て
、
た
だ
詞
に
ま
か

せ
て
言
ひ
出
だ
せ
れ
ど
も
、
心
も
深
く
姿
も
高
く
聞
こ
ゆ
る
な

る
べ
し
。 

（『
古
来
風
躰
抄
』
上
）

猶
中
古
の
歌
は
万
葉
の
心
に
及
び
難
か
る
べ
し
。

 

（『
千
五
百
番
歌
合
』・
百
六
十
七
番
・
春
三
）

上
古
の
歌
は
人
の
心
も
素
直
で
、
心
も
深
く
姿
も
高
く
、
そ
の
心

に
は
い
ま
の
人
も
中
古
の
歌
も
及
び
難
い
、
と
す
る
。
傍
線
部
①
は

「
真
名
序
」
の
「
耳
目
之
翫
」
と
対
立
関
係
に
あ
り
、傍
線
部
②
は
「
真

名
序
」
の
「
教
戒
之
端
」
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、

そ
の
影
響
は「
真
名
序
」か
ら
直
接
受
け
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、「
真

名
序
」
の
背
景
に
あ
る
、
あ
る
い
は
そ
の
影
響
下
に
あ
る
一
般
的
認

識
か
ら
間
接
的
に
受
け
た
も
の
と
見
る
べ
き
か
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
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の
認
識
の
一
例
と
し
て
、「
古
風
」
に
類
す
る
言
葉
で
あ
る
『
源
氏
物

語
』
の
「
古
代
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

五　
『
源
氏
物
語
』
の
「
古
代
」

ま
ず
、『
源
氏
物
語
』
の
末
摘
花
に
関
わ
る
場
面
で
の
「
古
代
」
と

そ
れ
に
類
す
る
「
古
め
か
し
」
の
用
例
を
引
き
た
い）

5
（

。

 

Ａ　

古
代
の
故ゆ
ゑ

づ
き
た
る
御
装
束
な
れ
ど
、
な
ほ
若
や
か
な
る
女

の
御
装よ
そ

ひ
に
は
似
げ
な
う
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
き
こ
と
、
い
と
も
て

は
や
さ
れ
た
り
。 

（
末
摘
花)

 

Ｂ　

い
た
う
恥
じ
ら
ひ
て
、
口
覆
ひ
し
た
る
さ
へ
ひ
な
び
古
め
か

し
う
、こ
と
ご
と
し
く
儀
式
官
の
練
り
出
で
た
る
肘
も
ち
覚
え
て
、

さ
す
が
に
う
ち
笑
み
給
へ
る
気
色
、は
し
た
な
う
す
ず
ろ
び
た
り
。  

 

（
末
摘
花
）

 

Ｃ　

御
調
度
ど
も
も
、
い
と
古
代
に
馴
れ
た
る
が
昔
様
に
て
麗
し

き
を
（
中
略
）
例
の
女
ば
ら
、「
い
か
が
は
せ
ん
。
そ
こ
そ
は
世
の

常
の
こ
と
」
と
て
、
取
り
紛
ら
は
し
つ
つ
、
目
に
近
き
今
日
明
日

の
見
苦
し
さ
を
繕
は
ん
と
す
る
時
も
あ
る
を
、
い
み
じ
う
諫
め
給

ひ
て
、「
見
よ
と
思
ひ
給
ひ
て
こ
そ
し
お
か
せ
給
ひ
け
め
。
な
ど
て

か
軽
々
し
き
人
の
家
の
飾
り
と
は
な
さ
む
。
亡
き
人
の
御
本
意
違

は
む
が
あ
は
れ
な
る
こ
と
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
さ
る
わ
ざ
は
せ
さ

せ
給
は
ず
。 

（
蓬
生
）

今
様
の「
若
や
か
な
る
」「
軽
々
し
」「
う
ち
笑
み
給
へ
る
気
色
」と
、

「
古
代
」
の
「
故
づ
き
た
る
」「
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
」「
こ
と
ご
と
し
」

「
儀
式
官
」
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

着
て
み
れ
ば
恨
み
ら
れ
け
り
唐
衣
返
し
や
り
て
ん
袖
を
濡
ら
し
て

と
い
う
末
摘
花
の
歌
を
、
源
氏
は
、

 

Ｄ　

古
代
の
歌
詠
み
は
、「
唐
衣
」「
袂
濡
る
る
」
か
ご
と
こ
そ
離

れ
ね
な
。
ま
ろ
も
そ
の
列つ
ら

ぞ
か
し
。
さ
ら
に
一
筋
に
ま
つ
は
れ
て
、

い
ま
め
き
た
る
言
の
葉
に
ゆ
る
ぎ
給
は
ぬ
こ
そ
妬
き
こ
と
は
は
た

あ
れ
。 

（
玉
鬘
）

と
酷
評
し
た
。「
い
ま
め
き
た
る
言
の
葉
」
を
一
顧
だ
に
せ
ず
古
語

に
拘
る
こ
と
は
い
ま
い
ま
し
い
態
度
で
あ
っ
た
。『
源
氏
物
語
』
の

「
古
代
」
の
特
質
は
末
摘
花
へ
の
評
に
顕
著
な
「
麗
し
」
の
語
に
集

約
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
の
「
御
調
度
ど
も
も
、
い
と
古
代
に
馴
れ
た
る

が
昔
様
に
て
麗
し
き
を
」
の
他
、

 

Ｅ　

麗
し
き
紙
屋
紙
、
陸
奥
紙
な
ど
の
ふ
く
だ
め
る
に
、
古
言
ど

も
の
目
馴
れ
た
る
な
ど
は
い
と
す
さ
ま
じ
げ
な
る
を
、
せ
め
て
な

が
め
給
ふ
折
々
は
、
引
き
広
げ
給
ふ
。
今
の
世
の
人
の
す
め
る
経

う
ち
誦
み
、行
ひ
な
ど
い
ふ
こ
と
は
い
と
恥
づ
か
し
く
し
給
ひ
て
、

見
奉
る
人
も
な
け
れ
ど
、
数
珠
な
ど
取
り
寄
せ
給
は
ず
。
か
や
う

に
麗
し
く
ぞ
も
の
し
給
ひ
け
る
。 

（
蓬
生
）
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Ｆ　

末
摘
花
、
東
の
院
に
お
は
す
れ
ば
、
い
ま
少
し
さ
し
離
れ
、

艶
な
る
べ
き
を
、
麗
し
く
も
の
し
給
ふ
人
に
て
、
あ
る
べ
き
こ
と

は
違
へ
給
は
ず
。 

（
玉
鬘
）

 

Ｇ　

常
陸
の
宮
の
御
方
、
あ
や
し
う
も
の
麗
し
う
、
さ
る
べ
き
こ

と
の
折
過
ぐ
さ
ぬ
古
代
の
御
心
に
て
（
下
略
） 

（
行
幸
）

と
い
っ
た
例
が
あ
る
。
使
い
馴
れ
た
家
具
や
紙
屋
紙
の
き
ち
ん
と
整

っ
て
い
る
様
（
Ｃ
Ｅ
）、
誠
実
で
几
帳
面
な
人
柄
（
Ｆ
Ｇ
）
に
つ
い
て

言
っ
て
い
る
。

第
四
節
に
引
い
た
『
古
来
風
躰
抄
』
の
傍
線
部
①
「
わ
ざ
と
姿
を

飾
り
詞
を
磨
か
む
と
せ
ざ
れ
」
は
、
Ｃ
の
「
古
代
に
馴
れ
た
る

0

0

0

0

」
に

通
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
源
氏
物
語
』
の
「
古
代
」
に
言

及
す
る
文
脈
に
お
け
る
「
麗
し
」
は
、
Ｆ
に
い
う
「
艶
な
る
」
の
よ

う
に
目
立
つ
部
分
こ
そ
な
い
が
、
礼
儀
・
作
法
等
の
面
で
は
難
や
咎

の
な
い
物
事
の
性
質
や
人
柄
を
表
し
て
い
る
。
俊
成
が
歌
合
判
詞
に

用
い
た
「
麗
し
」
も
こ
れ
に
類
す
る
。
そ
の
特
徴
は
、
以
下
の
七
つ

の
全
用
例
に
明
ら
か
で
あ
る
。

 

①　

難
と
す
べ
き
所
な
く
、
歌
合
の
歌
と
見
え
た
り
（
中
略
）
か

れ
は
心
麗
し
。 

（『
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
』・
十
番
・
月
）

 

②　
「
風
に
乱
る
る
音
さ
え
て
」
な
ど
言
へ
る
姿
、
歌
合
の
歌
と

覚
え
て
い
と
を
か
し
く
こ
そ
侍
め
れ
。（
中
略
）
左
麗
し
く
難
無

く
侍
ら
ん
に
と
り
て
は
（
下
略
） （『
広
田
社
歌
合
』・
一
番
・
社
頭
雪
）

 

③　

左
歌
麗
し
く
下く
だ

り
て
さ
せ
る
咎と
が

な
く
侍
り
。（
中
略
）
深
き

難
に
は
あ
ら
ね
ど
、
左
麗
し
く
侍
れ
ば
（
下
略
）

 

（
同
・
八
番
・
社
頭
雪
）

 

④　

左
歌
文
字
続
き
麗
し
く
下
り
て
（
中
略
）
歌
合
の
と
き
は
姿

を
先
と
し
、
難
を
除
く
事
な
れ
ば
（
下
略
）

 

（
同
・
十
二
番
・
海
上
眺
望
）

 

⑤　

左
の
歌
、
麗
し
く
た
け
高
く
見
ゆ
。（
中
略
）
左
、
こ
と
も

な
く
麗
し
。 

（『
御
裳
濯
河
歌
合
』・
三
番
）

 

⑥　

右
麗
し
く
無ぶ

ゐ為
に
は
侍
る
に
や
。
歌
合
の
習
ひ
、
勝
る
べ
く

や
侍
ら
む
。 

（『
千
五
百
番
歌
合
』・
春
四
・
二
百
二
十
九
番
）

 

⑦　

右
歌
、
心
麗
し
く
、
咎
な
く
は
見
え
侍
る
を
（
下
略
）

 

（『
千
五
百
番
歌
合
』・
春
四
・
二
百
四
十
三
番
）

⑤
⑥
は
飾
る
と
こ
ろ
の
な
い
こ
と
、
そ
の
他
は
難
や
咎
の
な
い
こ

と
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
麗
し
」
は
「
歌
合
の
歌
」（
①
②
）、

「
歌
合
の
と
き
は
」（
④
）、「
歌
合
の
習
ひ
」（
⑥
）
と
言
っ
て
い
る
よ

う
に
、
歌
合
と
い
う
晴
れ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
特
質
で
あ
っ
た
。
但

し
、「
麗
し
」
は
負
の
意
味
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
。「
古
代
の
歌
詠
み
」

で
あ
る
末
摘
花
の
歌
へ
の
源
氏
の
評
（
Ｄ
）
に
続
く
部
分
に
、

よ
く
案
内
知
り
給
へ
る
人
の
口
つ
き
に
て
は
、
目
馴
れ
て

0

0

0

0

こ
そ

あ
れ
。 

（
玉
鬘
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
次
に
掲
げ
る
俊
成
・
定
家
が
「
麗
し
」
と
し
つ
つ
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負
と
し
た
歌
へ
の
判
詞
に
似
通
う
。
と
も
に
『
千
五
百
番
歌
合
』
の

例
で
あ
る
。　

草
も
木
も
い
か
に
契
り
て
藤
の
花
松
に
と
し
も
は
か
か
り
そ
め

け
む 
（
春
四
・
二
百
四
十
三
番
・
右
・
負
・
四
八
五
・
藤
原
兼
宗
）

▽
心
麗
し
く
、
と
が
な
く
は
見
え
侍
る
を
、
藤
の
松
に
か
か
れ

る
心
、
さ
し
て
し
も
覚
え
侍
ら
ね
ど
、
聞
き
馴
れ
て

0

0

0

0

0

や
侍
ら
む
。

 

（
俊
成
判
）

鐘
の
声
鴫
の
羽
音
も
あ
は
れ
な
り
野
寺
の
霧
の
明
け
方
の
空

 

（
秋
四
・
七
百
五
十
七
番
・
右
・
負
・
一
五
一
三
・
藤
原
家
隆
）

▽
麗
し
く
言
ひ
く
だ
し
て
は
侍
れ
ど
、
又
か
や
う
の
心
常
の
こ

と
に
や
。
鴫
の
羽
音
も
耳
馴
れ

0

0

0

（
下
略
） 

（
定
家
判
）

こ
の
よ
う
に
俊
成
の
判
詞
に
お
け
る
「
麗
し
」
の
「
馴
れ
」
と
い

う
特
質
は
、『
源
氏
物
語
』
の
「
古
代
」
と
共
通
し
、
顕
昭
ら
の
庶
幾

す
る
珍
し
い
風
体
の
あ
り
方
に
対
立
し
て
い
る
。

六　
「
麗
し
」
と
「
古
風
」

和
歌
の
評
語
「
麗
し
」
が
ど
の
よ
う
な
歌
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
か
を
、
俊
成
・
定
家
が
歌
合
判
で
「
麗
し
」
と
し
、
か
つ
勝
と

し
た
歌
に
つ
い
て
見
た
い
。
出
典
表
記
は
注
に
示
す）

6
（

。
次
の
１
か
ら

８
が
俊
成
、９
１
０
が
定
家
の
評
価
し
た
歌
で
あ
る
。
一
部
分
が「
麗

し
」
と
さ
れ
た
も
の
は
該
当
箇
所
を
傍
線
で
示
し
、
別
の
言
葉
で
評

さ
れ
て
い
る
箇
所
は
括
弧
に
入
れ
る
。
前
節
に
掲
げ
た
①
か
ら
⑦
の

判
詞
と
の
対
応
を
歌
の
末
尾
に
示
す
。

１　

木
綿
か
く
る
心
地
こ
そ
す
れ
住
吉
の
松
の
梢
を
照
ら
す
月
影

２　

今
宵
し
も
あ
や
に
く
に
降
る
時
雨
か
な
ま
ば
ら
に
さ
せ
る
柴

の
廬
に

３　

木ゆ

ふ綿
四し

手で

の
風
に
乱
る
る
音
さ
え
て
庭
白
妙
に
雪
ぞ
積
れ
る

 

②

４　

雪
降
れ
ば
神
の
し
る
し
や
こ
れ
な
ら
ん
白し
ら
ゆ木

綿ふ

か
け
ぬ
榊
葉

ぞ
な
き 

③

５　

遙
々
と
御
前
の
沖
を
見
渡
せ
ば
（
雲
居
に
ま
が
ふ
海
士
の
釣
船
）

 

④

６　

昼
と
の
み
思
ひ
は
つ
べ
き
月
影
を
あ
ら
は
し
顔
に
（
鴫
ぞ
羽

掻
く
）

７　

お
し
な
べ
て
花
の
盛
り
に
成
り
に
け
り
山
の
端
ご
と
に
か
か

る
白
雲 

⑤

８　

な
が
む
れ
ば
た
な
び
く
雲
の
絶
え
間
よ
り
心
細
く
も
帰
る
雁

か
な 

⑥

９　

神
無
月
今
朝
は
梢
に
秋
過
ぎ
て
庭
に
紅
葉
の
色
を
見
る
か
な          

10　

見
ぬ
人
に
秋
の
名
残
を
し
の
べ
と
や
枯
野
に
さ
ゆ
る
冬
の
夜

の
月

縁
語
・
掛
詞
を
用
い
た
も
の
は
一
首
も
な
く
、
技
巧
と
し
て
は
見
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立
て
が
１
（
木
綿
―
月
影
）・
４
（
雪
―
白
木
綿
）・
７
（
花
―
白
雲
）
の

三
首
に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の
見
立
て
も
い
ず
れ
も
伝
統
的

な
も
の
で
あ
る
。
７
が
⑤
に
「
こ
と
も
な
く
」、
８
が
⑥
に
「
無
為
」

と
さ
れ
た
よ
う
に
、
平
凡
で
あ
り
な
が
ら
心
の
深
い
こ
と
を
特
質
と

す
る
。
具
体
的
に
言
お
う
。
２
の
「
ま
ば
ら
に
さ
せ
る
」
を
俊
成
は
、

「『
ま
ば
ら
に
さ
せ
る
』
な
ど
言
へ
る
わ
た
り
、
麗
し
く
聞
こ
ゆ
」
と

評
価
し
た
。『
住
吉
社
歌
合
』
で
の
詠
で
あ
る
が
、
番
わ
れ
た
右
方

の
円
実
の
歌
、

草
枕
露
け
き
旅
の
く
れ
は
と
り
あ
や
に
く
に
ま
た
時
雨
ふ
る
な

り

と
の
違
い
を
、
俊
成
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

左
右
の
時
雨
、
と
も
に
あ
や
に
く
に
降
れ
る
に
と
り
て
、
右
歌

は
「
く
れ
は
と
り
」
と
お
き
て
「
あ
や
に
く
に
」
と
続
け
た
る
、

を
か
し
く
は
聞
こ
ゆ
る
を
、「
露
け
き
旅
」
の
と
い
ひ
て
「
く
れ

は
と
り
」と
い
へ
る
ほ
ど
、
俄に
は
か

に
思
ひ
が
け
ぬ
心
地
や
す
ら
む
。

左
は
、「
く
れ
は
と
り
」
離
れ
た
る
「
あ
や
」
は
、
こ
と
な
る
こ

と
は
な
け
れ
ど
、「
ま
ば
ら
に
さ
せ
る
」
な
ど
言
へ
る
わ
た
り
、

麗
し
く
聞
こ
ゆ
。

「
こ
と
な
る
こ
と
は
な
け
れ
ど
…
麗
し
く

0

0

0

聞
こ
ゆ
」
と
い
う
論
法
は
、

第
四
節
に
引
い
た
『
古
来
風
躰
抄
』
の
そ
れ
に
類
似
す
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
言
葉
が
縁
語
を
用
い
ず
と
も
、
か
っ
ち
り
と
文
脈
の

中
に
収
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
人
物
の
儀
礼
的
所
作
に
も
重
な
る
。

次
に
掲
げ
る
表
の
中
の
項
目
に
傍
線
を
付
し
て
示
し
た
よ
う
に
、「
真

名
序
」、『
源
氏
物
語
』、
藤
原
俊
成
の
上
古
の
認
識
に
共
通
す
る
も
の

と
し
て
、
晴
儀
性
が
あ
る
。

上
古

中
古
以
降

「
真
名
序
」

・
教
戒
の
端

・
古
質

・
古
風

・
実

・
大
夫
の
前
に
進
む

・
浮
詞

・
艶
流

・
華

・
婦
人
の
右
と
為
す

『
源
氏
物
語
』

・
古
代

・
こ
と
ご
と
し

・
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し

・
故
づ
き
た
る

・
儀
式
官

・
麗
し

・
今
め
く

・
軽
々
し

・
飾
り

・
若
や
か

藤
原
俊
成

・
古
風
の
体

・
著
靴

・
万
葉
の
心

・�

こ
と
ご
と
し
・
わ
ざ
と
姿

を
飾
り
詞
を
磨
か
む
と
す

・�

人
の
心
も
素
直
に
し
て
、

た
だ
詞
に
ま
か
せ
て
言
ひ

出
だ
せ
れ
ど
も
、
心
も
深

く
姿
も
高
し

・
近
き
歌
の
体

・
布
衣

・
中
古
の
歌

そ
れ
に
対
し
て
、
基
俊
の
「
古
質
」
に
対
す
る
捉
え
方
は
や
や
異
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な
る
。
か
れ
は
前
出
の
『
内
大
臣
家
歌
合
』
の
判
詞
で
、

尋
ぬ
る
も
尋
ぬ
る
限
り
あ
り
け
れ
ば
神
に
ぞ
祈
る
夢
に
見
る
が

に 

（
四
番
・
尋
失
恋
・
右
・
負
・
藤
原
師
俊
）

と
い
う
歌
に
対
し
、

果
て
の
「
が
に
」
い
と
に
く
し
。
な
ど
か
、「
夢
に
見
ゆ
や
」
と

は
い
は
ざ
ら
ん
。「
が
に
」
な
ど
は
古
き
歌
に
あ
る
を
見
て
は
、

「
さ
は
か
う
も
詠
む
べ
き
に
や
」
と
愚
か
心
を
得
て
詠
め
る
に

や
。
あ
れ
は
麗
し
う
言
へ
ば
、
心
違
ふ
様
な
る
折
に
わ
び
て
置

く
な
り
。
束
帯
し
た
る
人
の
藁わ

ら
う
づ沓

と
申
す
物
穿は

き
た
ら
ん
心
地

ぞ
す
る
。

と
述
べ
た
。
し
か
し
、「
が
に
」
と
い
う
万
葉
以
来
の
古
語
は
、
古
今

集
時
代
ま
で
、

か
き
曇
り
霰
降
り
敷
け
白
玉
を
敷
け
る
庭
と
も
人
の
見
る
が
に

（『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』・
冬
・
二
十
番
・
左
・
一
一
九
、『
後
撰
和
歌

集
』
冬
部
に
入
集
）

山
里
に
知
る
人
も
が
な
時
鳥
な
き
ぬ
と
聞
か
ば
つ
げ
も
来
る
が

に（『
亭
子
院
歌
合
』・
夏
四
月
・
左
・
持
・
四
三
・
藤
原
興
風
、『
拾
遺
和

歌
集
』
夏
部
に
作
者
紀
貫
之
と
し
て
入
集
）

と
、
晴
れ
の
場
で
あ
る
歌
合
で
詠
ま
れ
、
そ
の
歌
は
勅
撰
集
に
入
集

し
た
。
波
線
部
の
、「
が
に
」
を
「
藁
沓
」
に
た
と
え
る
比
喩
は
、
第

一
節
で
見
た
万
葉
の
「
猶
し
か
ず
け
り
」
を
「
著
靴
」
に
た
と
え
る

俊
成
の
比
喩
と
は
逆
で
あ
る
。
俊
成
は
、『
源
氏
物
語
』
の
用
法
に
重

な
る
「
麗
し
」
を
、「
真
名
序
」
を
典
拠
と
し
て
和
歌
の
晴
儀
性
に
結

び
つ
け
た
。
そ
し
て
、
そ
の
「
麗
し
」
を
論
ず
る
際
と
同
じ
、
逆
接

の
「
ど
も
」
を
用
い
た
弁
証
法
的
論
理
に
よ
っ
て
、「
万
葉
の
古
風
」

を
論
じ
た
。
つ
ま
り
、「
古
風
」
の
特
性
は
「
麗
し
」
の
そ
れ
に
重
な

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

鴨
長
明
『
無
名
抄
』
の
「
近
代
古
体
」
は
、「
幽
玄
の
体
」
に
つ
い

て
、「
こ
こ
に
今
の
人
、
歌
の
様
、
世
々
に
詠
み
古
さ
れ
に
け
る
事
を

知
り
て
、
さ
ら
に
古
風
に
帰
り
て
幽
玄
の
体
を
学
ぶ
こ
と
の
出
で
来

た
る
な
り
」
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

い
は
む
や
幽
玄
の
体
、
ま
づ
名
を
聞
く
よ
り
惑
ひ
ぬ
べ
し
。
自

ら
も
い
と
心
得
ぬ
事
な
れ
ば
、
定
か
に
い
か
に
申
べ
し
と
も
覚

え
侍
ら
ぬ
を
、
よ
く
境
に
入
れ
る
人
の
申
さ
れ
し
趣
は
、
詮
は

た
だ
詞
に
表
れ
ぬ

0

0

0

余
情
、
姿
に
見
え
ぬ

0

0

0

気
色
な
る
べ
し
。
心
に

も
理
深
く
、
詞
に
も
艶
極
ま
り
ぬ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
徳
は
お
の

づ
か
ら
備
は
る
に
こ
そ
。
例
へ
ば
、秋
の
夕
暮
の
空
の
気
色
は
、

色
も
な
く
声
も
な
し
。
い
づ
く
に
い
か
な
る
故
あ
る
べ
し
と
も

覚
え
ね
ど

0

0

0

0

、
す
ず
ろ
に
涙
の
零こ
ぼ

る
る
が
ご
と
し
。（
中
略
）
又
、
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よ
き
女
の
恨
め
し
き
事
あ
れ
ば
、
詞
に
も
表
さ
ず

0

0

0

深
く
忍
び
た

る
は
、
詞
を
尽
く
し
て
恨
み
、
袖
を
絞
り
て
見
せ
む
よ
り
も
、

心
苦
し
う
あ
は
れ
深
か
る
べ
き
が
ご
と
し
。（
中
略
）
又
、
幼

き
子
の
ら
う
た
き
が
、
片
言
し
て
そ
こ
と
も
な
き
聞
こ
え
ぬ

0

0

0

0

事

言
ひ
居
た
る
は
、
は
か
な
き
に
つ
け
て
も
い
と
ほ
し
く
、
聞
き

所
あ
る
に
似
た
る
事
も
侍
に
や
。（
中
略
）
又
、
霧
の
絶
え
間

よ
り
秋
の
山
を
眺
む
れ
ば
、
見
ゆ
る
所
は
ほ
の
か
な
れ
ど

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

奥
ゆ

か
し
く
、
い
か
ば
か
り
紅
葉
渡
り
て
面
白
か
ら
ん
と
、
限
り
も

〔
な
く
〕
推
し
は
か
ら
る
る
面
影
は
、
ほ
と
ほ
と
定
か
に
見
む

に
も
優
れ
た
る
べ
し
。

こ
の
よ
う
に
新
古
今
時
代
に
お
け
る
「
古
風
」
は
、「
余
情
」「
気

色
（
景
気
と
も
）」
を
特
徴
と
す
る
「
幽
玄
之
体
」
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
た
。
傍
点
を
付
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
否
定
や
逆
接
を
特

徴
と
す
る
弁
証
法
的
論
理
が
随
所
に
見
え
る
。

『
広
田
社
歌
合
』
で
俊
成
は
、

葛か
づ
ら
き城
や
菅す
が

の
葉
し
の
ぎ
入
り
ぬ
と
も
憂
き
名
は
な
ほ
や
世
に
と

ま
り
な
ん 

（
廿
八
番
・
述
懐
・
右
・
持
・
一
七
二
・
浄
縁
）

と
い
う
歌
に
対
し
て
、

「
菅
の
葉
し
の
ぎ
」な
ど
言
へ
る
姿
、幽
玄
に

0

0

0

こ
そ
聞
こ
え
侍
れ
。

と
述
べ
た
。

奥
山
の
菅
の
葉
し
の
ぎ
ふ
る
雪
の
消
な
ば
は
た
惜
し
雨
な
降
り

来
そ

（『
万
葉
集
』・
巻
三
・
雑
歌
・
二
九
九
・
大
納
言
大
伴
卿
〈
大
伴
安
麻

呂
か
〉）

奥
山
の
真
木
の
葉
し
の
ぎ
ふ
る
雪
の
降
り
は
ま
す
と
も
土
に
落

ち
め
や
は

 

（『
万
葉
集
』・
巻
六
・
雑
歌
・
一
〇
一
〇
・
橘
奈
良
麿
）

高
山
の
菅
の
葉
し
の
ぎ
降
る
雪
の
消
ぬ
か
と
い
ふ
も
恋
の
し
げ

け
く 

（『
万
葉
集
』・
巻
八
・
冬
相
聞
・
一
六
五
五
・
三
国
真
人
人
足
）

と
い
う
万
葉
の
「
…
の
葉
し
の
ぎ
」
の
用
例
は
、
い
ず
れ
も
絶
え
間

な
く
降
る
雪
を
詠
む
。
浄
縁
の
歌
の
「
菅
の
葉
し
の
ぎ
」
は
山
へ
分

け
入
る
心
の
他
に
、
降
り
し
き
る
雪
の
「
し
の
ぐ
」（
押
さ
え
つ
け
る
）

菅
の
葉
が
な
び
き
し
お
れ
る
「
姿
に
見
え
ぬ
気
色
」
を
表
し
、
そ
れ

が
下
句
の
述
懐
の
気
分
に
響
い
て
い
る
。「
し
の
ぐ
」
の
「
の
」
は

甲
類
で
、「
し
の
に
」「
し
の
の
に
」
の
「
し
の
」
と
同
根
で
あ
り
、「
草

な
ど
が
な
び
き
、
し
お
れ
る
さ
ま
」
の
他
動
詞
化
し
た
も
の
で
あ

る）
7
（

。
俊
成
が
「
菅
の
葉
し
の
ぎ
」
を
「
幽
玄
」
と
し
た
こ
と
は
、
か

れ
が
後
に
、
顕
昭
と
の
論
争
に
お
い
て
、「
し
の
ぐ
」
と
同
根
の
副
詞

「
し
の
に
」
の
意
味
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
と
呼
応
す
る
主
張
で
あ
る）

8
（

。

「
余
情
」「
気
色
」
と
は
、「
わ
ざ
と
姿
を
飾
り
、
詞
を
磨
か
む
と
せ
ざ

れ
ど
も
」、
自
ず
と

0

0

0

感
じ
ら
れ
る
心
の
深
さ
、
姿
の
高
さ
で
あ
っ
た

（『
古
来
風
躰
抄
』）。「
自
然
之

0

0

0

理
」（「
真
名
序
」）
に
近
い
、
始
原
的
な
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心）
9
（

が
万
葉
の
古
語
に
は
対
応
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
、
心
と
言
葉
の

一
体
性
へ
の
認
識
が
、
俊
成
の
「
万
葉
の
古
風
」
の
主
張
の
背
景
に

あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

【
本
文
一
覧
】
和
歌
の
引
用
は
特
に
注
記
の
無
い
限
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』

に
拠
る
。
そ
の
他
は
以
下
の
通
り
。『
万
葉
集
』（
広
瀬
本
）：
新
増
補
版
『
校

本
萬
葉
集
』（
岩
波
書
店
）
別
冊
、『
類
聚
古
集
』：
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
『
類

聚
古
集
』（
思
文
閣
出
版
）、『
万
葉
集
』（
元
暦
校
本
）：『
元
暦
校
本
萬
葉
集
』（
勉

誠
社
）、『
古
今
和
歌
集
』
真
名
序
：
小
島
憲
之
・
新
井
栄
蔵
校
注
、
新 

日
本

古
典
文
学
大
系
『
古
今
和
歌
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）、『
亭
子
院
歌

合
』：『
平
安
朝
歌
合
大
成
﹇
新
訂
増
補
﹈』（
同
朋
社
出
版
）、『
源
氏
物
語
』：

新
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』（
小
学
館
）、『
袖
中
抄
』：『
日
本
歌
学

大
系
』別
巻
二（
風
間
書
房
）、『
古
来
風
躰
抄
』『
無
名
抄
』：『
歌
論
歌
学
集
成
』

第
七
巻
（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）。
但
し
私
意
に
表
記
を
改
め
た
箇

所
が
あ
る
。

【
注
】

（
1
）
例
外
は
「
万
葉
集
の
風
情
」（『
六
百
番
歌
合
』・
冬
・
廿
二
番
・
衾
）

の
み
。

（
2
）
阜
―
早
（『
類
聚
古
集
』、
元
暦
校
本
）

（
3
）
仙
覚
の
新
点
以
前
に
は
、
訓
が
見
え
な
い
長
歌
で
あ
る
。
参
考
ま
で

に
西
本
願
寺
本
の
訓
を
掲
げ
る
。「（
上
略
）
若
草
の　

妻
は
と
り
つ

き　

平
ら
け
く　

我
は
祝
は
む　

よ
し
ゆ
き
て　

は
や
還
り
来こ

と　

真
袖
も
ち　

涙
を
の
ご
ひ　

む
せ
び
つ
つ　

語
ら
ひ
す
れ
ば
（
下
略
）」

（
4
）「
古
き
名
歌
も
、
よ
く
取
り
な
し
つ
る
は
を
か
し
き
こ
と
」（『
中
宮
亮

重
家
朝
臣
家
歌
合
』・
五
番
・
花
）、「『
万
葉
集
』
な
ど
の
歌
、
殊
に
優

な
る
事
を
歌
合
に
は
取
り
い
づ
べ
き
事
」（『
右
大
臣
家
歌
合
』・
十
六

番
・
雪
）、「『
万
葉
集
』
は
優
な
る
こ
と
を
取
る
べ
き
な
り
」（『
六
百

番
歌
合
』・
春
・
五
番
・
元
日
宴
）、「『
万
葉
集
』
の
歌
は
よ
く
心
を
得

て
取
り
て
も
詠
む
べ
き
」（『
古
来
風
躰
抄
』
上
）、「
お
ほ
か
た
は
『
万

葉
集
』
に
も
を
か
し
き
や
う
な
る
こ
と
を
取
り
詠
ず
る
な
り
」（『
千

五
百
番
歌
合
』・
二
百
四
十
六
番
・
春
四
） 

（
5
）
藤
原
克
己
「
古
風
な
る
人
々
」（『
む
ら
さ
き
』・
第
十
六
号
、
一
九
七

九
年
六
月
）
は
、『
源
氏
物
語
』
の
「
古
代
」
と
皇
族
の
密
接
な
関
わ

り
を
指
摘
さ
れ
る
。

（
6
）
１
『
住
吉
社
歌
合
』・
五
番
・
社
頭
月
・
左
・
勝
・
九
・
藤
原
成
範
／

２
同
・
十
七
番
・
旅
宿
時
雨
・
左
・
勝
・
八
三
・
藤
原
公
重
／
３
『
広

田
社
歌
合
』・
一
番
・
社
頭
雪
・
左
・
勝
・
一
・
藤
原
公
通
／
４
同
・

八
番
・
社
頭
雪
・
左
・
勝
・
一
五
・
藤
原
成
範
／
５
同
・
十
二
番
・

海
上
眺
望
・
左
・
勝
・
八
一
・
藤
原
頼
実
／
６
『
民
部
卿
家
歌
合
』・

十
五
番
・
暁
月
・
右
・
勝
・
一
二
二
・
藤
原
有
経
／
７
『
御
裳
濯
河
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歌
合
』・
三
番
・
左
・
勝
・
五
／
８
『
千
五
百
番
歌
合
』・
二
二
九
番

・
春
四
・
右
・
勝
・
四
五
八
・
藤
原
兼
宗
／
９
同
・
八
百
三
十
四
番

・
冬
一
・
右
・
勝
・
一
六
六
七
・
藤
原
兼
宗
／
10
同
・
八
百
九
十
一

番
・
冬
一
・
右
・
勝
・
一
七
八
一
・
源
通
光  

（
7
）
西
宮
一
民
『
萬
葉
集
全
注
』（
有
斐
閣
、
昭
和
五
九
年
）
に
拠
る
。
例

え
ば
、「
秋
の
穂
を
し
の
に
お
し
な
み
置
く
露
の
消け

か
も
死
な
ま
し
恋

ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
」（『
万
葉
集
』・
巻
十
・
秋
相
聞
・
寄
レ
露
・
二
二

五
六
、『
古
来
風
躰
抄
』
に
拠
る
）
の
「
し
の
に
」
は
「
…
の
葉
し
の
ぎ
」

と
同
じ
よ
う
な
景
を
表
す
。

（
8
）
渡
部
泰
明
氏
は
「
し
の
に
」
の
俊
成
の
用
例
を
挙
げ
た
上
で
、「
こ
れ

ら
は
可
能
性
と
し
て
の
『
し
の
に
』
の
意
味
・
イ
メ
ー
ジ
の
総
和
を

記
述
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
条
件
次
第
で
顕
在
化
し
た

り
、
あ
る
時
は
密
や
か
な
形
で

0

0

0

0

0

0

意
味
・
イ
メ
ー
ジ
の
生
成
に
参
与
す

る
」（
傍
点
、
稿
者
）
と
さ
れ
た
（「
藤
原
俊
成
の
〈
縁
語
的
思
考
〉

―
「
し
の
に
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」〈『
國
語
と
國
文
学
』・
第
八
十
一
巻

五
号
、
平
成
一
六
年
五
月
〉）。

（
9
）「
か
の
『
万
葉
集
』
は
歌
の
源

0

0

0

な
り
。
時
移
り
事
隔
た
り
て
い
ま
の
人

知
る
事
難
し
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
序
）。

〔
付
記
〕
本
論
文
は
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
九
日
和
歌
文
学
会
例
会
（
於
、

日
本
大
学
文
理
学
部
）
で
の
発
表
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
ご
指
導
頂
い
た
先

生
方
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
論

文
は
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費
の
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で

す
。


